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（１）審議概観

第187回国会において本委員会に付託さ

れた法律案は、内閣提出２件（うち本院

先議１件 、本院議員提出４件及び衆議院）

提出４件 厚生労働委員長２件 の合計10（ ）

件であり、そのうち内閣提出２件及び衆

議院提出４件を可決し、本院議員提出４

。件は衆議院解散のため審査未了となった

また、本委員会付託の請願24種類93件

、 。は 衆議院解散のため審査未了となった

〔法律案の審査〕

専門的知識等を有す有期雇用労働者

る有期雇用労働者等に関する特別措置法

は、専門的案（第186回国会閣法第48号）

知識等を有する有期雇用労働者等の能力

の維持向上及び活用を図ることが当該有

期雇用労働者等の能力の有効な発揮及び

活力ある社会の実現のために重要である

ことに鑑み、事業主による当該有期雇用

労働者等の特性に応じた雇用管理に関す

る特別の措置の下で、労働契約法上のい

わゆる無期転換ルールの特例を定めよう

とするものである。委員会においては、

法律案提出の背景及び特例を定める意義

と問題点、特例の対象となる高度専門労

働者の要件の在り方、高年齢者に対する

適切な雇用管理の在り方、雇用労働政策

決定に当たっての労働政策審議会の役割

等について質疑を行うとともに、参考人

より意見を聴取し 討論の後 多数をもっ、 、

て原案どおり可決された。なお、本法律

案に対し、附帯決議が付された。

感染症の予防及び感染症感染症対策

の患者に対する医療に関する法律の一部

を改正する法律案（閣法第21号 先議）

は、最近の海外における感染症の発生の

状況、国際交流の進展、保健医療を取り

巻く環境の変化等を踏まえ、感染症予防

対策の推進を図るとともに感染症のまん

延を防止するため、中東呼吸器症候群の

二類感染症への追加、感染症に関する情

報の収集に関する規定の整備、一類感染

症等の患者等からの検体の採取等の制度

の創設等の措置を講じようとするもので

ある。委員会においては、感染症に関す

る医療提供体制の整備の必要性、患者等

、からの検体採取等における手続の在り方

バイオセーフティーレベル４施設の稼働

に向けた取組状況等について質疑を行う

とともに、参考人より意見を聴取し、採



決の結果、全会一致をもって原案どおり

可決された。なお、本法律案に対し、附

帯決議が付された。

社会保険労務士法の社会保険労務士

一部を改正する法律案（第186回国会衆第

は、最近における社会保険労務士41号）

制度を取り巻く状況の変化に鑑み、厚生

労働大臣が指定する団体が行う個別労働

関係紛争に関する民間紛争解決手続にお

いて特定社会保険労務士が単独で紛争の

当事者を代理することができる紛争の目

的の価額の上限を引き上げ、社会保険労

務士が裁判所において補佐人となる制度

を創設し、及び社員が一人の社会保険労

務士法人を設立できることとしようとす

るものである。委員会においては、発議

者衆議院議員森英介君より趣旨説明を聴

取した後、社会保険労務士の中立性の確

保と綱紀粛正の必要性、紛争の目的の価

額の上限を120万円へ引き上げる理由、個

別労働関係紛争に関する裁判外紛争解決

手続の重要性等について質疑が行われ、

採決の結果、全会一致をもって原案どお

り可決された。なお、本法律案に対し、

附帯決議が付された。

財団法人日本遺族会に対日本遺族会

する国有財産の無償貸付に関する法律の

一部を改正する法律案（第186回国会衆第

は、一般財団法人日本遺族会に無45号）

償で貸し付けられている建物及び土地の

現状に鑑み、政府が、民間事業者に対し

当該土地の合理的かつ健全な高度利用と

都市機能の増進とに資する建物の所有を

目的として当該土地を貸し付けることが

できることとするとともに、その建物の

一部を取得し、一般財団法人日本遺族会

に無償で貸し付けることができることと

する等の措置を講じようとするものであ

る。委員会においては、発議者衆議院議

員盛山正仁君より趣旨説明を聴取し、討

論の後、多数をもって原案どおり可決さ

れた。なお、本法律案に対し、附帯決議

が付された。

医薬品、医療機器等の危険ドラッグ

品質、有効性及び安全性の確保等に関す

る法律の一部を改正する法律案（衆第９

は 近年におけるいわゆる危険ドラッ号） 、

グの濫用の状況に鑑み、危険ドラッグに

よる保健衛生上の危害の発生の防止等を

図るため、検査命令及び販売等停止命令

の対象の拡大等の措置を講じようとする

ものである。委員会においては、提出者

である衆議院厚生労働委員長渡辺博道君

、 、より趣旨説明を聴取した後 採決の結果

多数をもって原案どおり可決された。な

お、本法律案に対し、附帯決議が付され

た。

ハンセン病問題の解決のハンセン病

促進に関する法律の一部を改正する法律

は、ハンセン病療養所退案（衆第10号）

所者給与金の支給を受けていた退所者が

死亡した場合において、当該退所者の配

偶者等が退所者と労苦を共にしてきた特

別な事情に鑑み、当該配偶者等に対し、

その者の生活の安定等を図るため、特定

配偶者等支援金を支給しようとするもの

である。委員会においては、提出者であ

る衆議院厚生労働委員長より趣旨説明を

聴取した後 採決の結果 全会一致をもっ、 、

て原案どおり可決された。なお、本法律

案に対し、附帯決議が付された。

〔国政調査〕

第186回国会閉会後の 、社会福６月26日

祉法人のいわゆる内部留保を理由とした

、介護報酬の引下げに関する厚労大臣見解

厚労省における不祥事の再発防止に対す

る厚労大臣の決意、臨床試験の調査票入



力作業を武田薬品工業社員が代行するこ

とによるデータねつ造・改ざんの懸念、

Ｊ－ＡＤＮＩ研究への補助金助成におけ

る利益相反の審査状況、東日本大震災の

教訓を踏まえた災害派遣医療チーム（Ｄ

ＭＡＴ）の活動支援のための厚労省の取

組、短期集中特別訓練事業のキャリア形

成相談関連業務委託先の選定過程、研究

倫理、被験者保護、研究の公正・不正防

止に関して厚労省が講じてきた施策の内

容、武田薬品工業のブロプレスに係る臨

床研究事案について検察へ告発する必要

性、臨床研究に係る法規制、基金設立、

奨学寄附金禁止等の必要性に関する厚労

大臣見解等について質疑を行った。

第186回国会閉会後の 、７月１日～２日

広島県における社会保障及び労働問題等

に関する実情調査のため 委員派遣を行っ、

た。

、臓器移植に関する件につい10月14日

て、塩崎厚生労働大臣から臓器移植の実

施状況等に関する報告を聴取した。

、医療保険制度改革の進捗状10月16日

況と今後の方向性、認知症施策の推進へ

の厚労省の取組、労働時間法制の見直し

に関する厚労大臣の見解、持続可能な社

会保障制度の必要条件、被災者の家族等

に対し国や県の補助により食事等が提供

できるよう対応を検討する必要性、災害

派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）事務局の職

、員を常勤化し安定した体制にする必要性

収支差益が小さい介護サービス施設等の

状況、介護職員の処遇改善を講じた上で

介護サービスの効率化・適正化を検討す

る必要性、介護予防・日常生活支援総合

事業ガイドライン案の妥当性、大阪泉南

アスベスト訴訟最高裁判決に関する厚労

大臣の見解等について質疑を行った。

、子ども・子育て支援新制度10月30日

への移行に向けて検討されている財政支

援措置の内容、平均在院日数短縮に伴う

患者の不安を軽減するため入院前の退院

調整機能を強化する必要性、国家戦略特

区における外国人家事支援人材の業務の

範囲等に関する要件の検討状況、離島等

遠隔地居住者の雇用保険受給手続を地域

の役場窓口で可能にする必要性、視覚障

害に係る身体障害程度等級の認定基準を

両眼の視力の和とすることの妥当性、中

核的労働基準に関するＩＬＯ８条約のう

ち日本が未批准の２条約を早期に批准す

る必要性、福島県の地域包括ケアシステ

ムを全国のモデルとするため国の支援を

強化する必要性、ストレスチェックに依

存症関連項目を盛り込む等産業保健分野

において依存症対策を行う必要性、独立

行政法人医薬基盤研究所の出資金の回収

状況及び回収不能が生じた原因、障害福

祉サービスから介護保険サービスへの移

、行時に利用者負担が増えることの問題性

子宮頸がん予防ワクチンの副反応があっ

た接種者に対する追跡調査の進捗状況等

について質疑を行った。

、地域包括ケアシステムにお11月11日

けるかかりつけ医の重要性、働き過ぎ防

止のための取組強化が労働時間法制見直

しの前提であることの確認、ＧＰＩＦの

基本ポートフォリオ見直しによるリスク

や運用収益の変化、労働者健康福祉機構

における障害者雇用率虚偽報告の関係者

の処分状況、介護ロボットの研究開発支

援に対する厚労大臣の決意、訪問介護に

おける自立支援の必要性に関する厚労大

臣の見解、市町村における子宮頸がん検

診の台帳の整備状況を踏まえた対策、エ

ボラ出血熱の感染が疑われた事例におけ

る厚労省と大阪府との間の連絡体制、外

国人技能実習制度の適正化に係る見直し



に対する厚労大臣の見解、労働者派遣法

改正案により派遣労働者の正社員化が妨

げられることへの懸念等について質疑を

行った。

、派遣労働を始めとする非正11月13日

規雇用の現況に関する実情調査のため、

東京労働局及び株式会社ＮＴＴ東日本－

南関東を視察した。

、労働者派遣法改正案の内容11月18日

を再検討する必要性、危険ドラッグ対策

法案の立法の目的及び効果、歯科におけ

る先進医療や新たな医療技術への保険導

入の必要性、九段会館が一般財団法人日

本遺族会に無償貸付されている理由並び

に貸付の意義及び必要性、ハンセン病問

題解決促進法改正案の意義とそれに対す

る厚労大臣の見解、薬物依存症に係る自

助団体に関する国の情報収集及び情報提

供の必要性、介護保険における生活期の

リハビリテーションの在り方、消費税引

上げが先送りされた場合の子ども・子育

て支援新制度に係る財源確保策、同一建

物への訪問診療の減算措置に係る診療報

酬改定が在宅医療に与える影響、社会保

障制度改革に対する厚労省の取組方針等

について質疑を行った。

（２）委員会経過

○平成26年６月26日(木)（第186回国会閉会後

第１回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

社会福祉法人の内部留保の実情と今後の介護

報酬改定に関する件、厚生労働省における不

祥事の再発防止に関する件、医薬品の臨床研

究における不正事案への対応に関する件、産

業競争力会議の在り方に関する件、大規模災

害時の災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の課

題に関する件、短期集中特別訓練事業の入札

問題に関する件等について田村厚生労働大

臣、土屋厚生労働副大臣、佐藤厚生労働副大

臣、赤石厚生労働大臣政務官、小泉内閣府大

臣政務官、政府参考人及び会計検査院当局に

対し質疑を行った。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、大家敏志君 自民 津田弥太郎君 民主

足立信也君（民主 、小西洋之君（民主 、） ）

長沢広明君（公明 、東徹君（維結 、薬師） ）

寺みちよ君（みん 、小池晃君（共産 、福） ）

島みずほ君（社民）

○平成26年10月14日(火)（第１回）

理事の補欠選任を行った。

社会保障及び労働問題等に関する調査を行う

ことを決定した。

臓器移植に関する件について塩崎厚生労働大

臣から報告を聴いた。

派遣委員から報告を聴いた。

○平成26年10月16日(木)（第２回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

医療保険制度改革に関する件、年金積立金の

今後の運用の在り方に関する件、認知症施策

の推進に関する件、労働時間法制の見直しに

関する件、危険ドラッグ対策の在り方に関す

る件、持続可能な社会保障制度の必要条件に

関する件、日本経済及び社会保障分野におけ

る生産性に関する件、御嶽山噴火災害の被災

者等への対応に関する件、デング熱の発生状

況及び感染症対策の在り方に関する件、災害

派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）及び災害派遣精

神医療チーム（ＤＰＡＴ）の体制整備に関す

る件、次期介護報酬改定に関する件、大阪泉

南アスベスト訴訟最高裁判決を受けての政府

方針に関する件、新しい介護予防・日常生活

支援総合事業実施後の介護保険制度の在り方

に関する件、ビキニ環礁での水爆実験の被爆

者に対する健康調査に関する件等について塩

崎厚生労働大臣、永岡厚生労働副大臣、山本

厚生労働副大臣、橋本厚生労働大臣政務官、



階厚生労働大臣政務官、越智内閣府大臣政

務官及び政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、福岡資麿君 自民 石井みどり君 自民

（ ）、 （ ）、津田弥太郎君 民主 足立信也君 民主

長沢広明君（公明 、薬師寺みちよ君（み）

）、 （ ）、 （ ）、ん 山口和之君 みん 東徹君 維新

小池晃君（共産 、福島みずほ君（社民））

専門的知識等を有する有期雇用労働者等に関

（ ）する特別措置法案 第186回国会閣法第48号

について塩崎厚生労働大臣から趣旨説明を聴

いた。

また、同法案について参考人の出席を求める

ことを決定した。

○平成26年10月21日(火)（第３回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

専門的知識等を有する有期雇用労働者等に関

（ ）する特別措置法案 第186回国会閣法第48号

について塩崎厚生労働大臣、山本厚生労働副

大臣、 階厚生労働大臣政務官及び政府参考

人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

津田弥太郎君 民主 薬師寺みちよ君 み（ ）、 （

）、 （ ）、 （ ）、ん 山口和之君 みん 東徹君 維新

小池晃君（共産 、福島みずほ君（社民 、） ）

滝沢求君（自民 、島村大君（自民 、長沢） ）

広明君（公明）

○平成26年10月23日(木)（第４回）

専門的知識等を有する有期雇用労働者等に関

（ ）する特別措置法案 第186回国会閣法第48号

について次の参考人から意見を聴いた後、各

参考人に対し質疑を行った。

〔参考人〕

一般社団法人日本経済団体連合会労働法制

本部統括主幹 鈴木重也君

日本労働組合総連合会総合労働局長 新谷

信幸君

東京大学大学院法学政治学研究科教授 岩

村正彦君

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、大沼みずほ君 自民 石橋通宏君 民主

長沢広明君（公明 、山口和之君（みん 、） ）

東徹君（維新 、小池晃君（共産 、福島み） ）

ずほ君（社民）

○平成26年10月28日(火)（第５回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

専門的知識等を有する有期雇用労働者等に関

（ ）する特別措置法案 第186回国会閣法第48号

について塩崎厚生労働大臣、山本厚生労働副

大臣、 階厚生労働大臣政務官及び政府参考

人に対し質疑を行い、討論の後、可決した。

〔質疑者〕

藤田幸久君（民主 、石橋通宏君（民主 、） ）

薬師寺みちよ君（みん 、山口和之君（み）

ん 、東徹君（維新 、小池晃君（共産 、） ） ）

福島みずほ君（社民）

（第186回国会閣法第48号）

賛成会派 自民、公明、みん、維新

反対会派 民主、共産、社民

なお、附帯決議を行った。

○平成26年10月30日(木)（第６回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

子ども・子育て支援新制度への移行に関する

件、平均在院日数短縮の影響に関する件、国

家戦略特区における外国人家事支援人材の活

用に関する件、離島等遠隔地居住者の雇用保

険受給手続に関する件、次期介護報酬改定に

向けた厚生労働省の姿勢に関する件、労働者

派遣法改正案に関する件、福島県における震

災復興対策に関する件、ギャンブル依存症対

策に関する件、後発医薬品の使用促進に関す

る件、介護保険サービス及び障害福祉サービ

スの適用関係に関する件、子宮頸がん予防ワ

クチンの副反応問題に関する件等について塩

崎厚生労働大臣、山本厚生労働副大臣、永岡

厚生労働副大臣、御法川財務副大臣、 階厚

、 、生労働大臣政務官 橋本厚生労働大臣政務官

政府参考人及び会計検査院当局に対し質疑を

行った。

〔質疑者〕

島村大君（自民 、石田昌宏君（自民 、大） ）

沼みずほ君（自民 、長沢広明君（公明 、） ）

藤田幸久君（民主 、石橋通宏君（民主 、） ）

山口和之君（みん 、薬師寺みちよ君（み）



ん 、東徹君（維新 、小池晃君（共産 、） ） ）

福島みずほ君（社民）

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律の一部を改正する法律案（閣法

について塩崎厚生労働大臣から趣旨第21号）

説明を聴いた。

○平成26年11月４日(火)（第７回）

参考人の出席を求めることを決定した。

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律の一部を改正する法律案（閣法

について次の参考人から意見を聴い第21号）

た後、各参考人に対し質疑を行った。

〔参考人〕

川崎市健康安全研究所長 岡部信彦君

独立行政法人国立国際医療研究センター国

際感染症対策室医長 加藤康幸君

久留米大学医学部感染制御学講座主任教授

渡邊浩君

〔質疑者〕

羽生田俊君（自民 、足立信也君（民主 、） ）

長沢広明君（公明 、山口和之君（みん 、） ）

東徹君（維新 、小池晃君（共産 、福島み） ）

ずほ君（社民）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律の一部を改正する法律案（閣法

について塩崎厚生労働大臣、永岡厚第21号）

生労働副大臣、橋本厚生労働大臣政務官及び

政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

西村まさみ君 民主 薬師寺みちよ君 み（ ）、 （

ん 、東徹君（維新 、小池晃君（共産 、） ） ）

（ ）、 （ ）、福島みずほ君 社民 武見敬三君 自民

長沢広明君（公明）

○平成26年11月６日(木)（第８回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律の一部を改正する法律案（閣法

について塩崎厚生労働大臣、永岡厚第21号）

生労働副大臣及び政府参考人に対し質疑を

行った後、可決した。

〔質疑者〕

足立信也君（民主 、薬師寺みちよ君（み）

ん 、東徹君（維新 、小池晃君（共産 、） ） ）

福島みずほ君（社民）

（閣法第21号）

、 、 、 、 、賛成会派 自民 民主 公明 みん 維新

共産、社民

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○平成26年11月11日(火)（第９回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

社会保険労務士法の一部を改正する法律案

について発議者衆（第186回国会衆第41号）

議院議員森英介君から趣旨説明を聴き、同森

英介君、同小宮山泰子君、塩崎厚生労働大臣

及び政府参考人に対し質疑を行った後、可決

した。

〔質疑者〕

津田弥太郎君 民主 薬師寺みちよ君 み（ ）、 （

）、 （ ）、 （ ）、ん 山口和之君 みん 東徹君 維新

小池晃君（共産 、福島みずほ君（社民））

（第186回国会衆第41号）

、 、 、 、 、賛成会派 自民 民主 公明 みん 維新

共産、社民

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

後発医薬品の情報提供の在り方に関する件、

働き過ぎ防止のための取組強化に関する件、

ＧＰＩＦの基本ポートフォリオ見直しによる

影響に関する件、労働者健康福祉機構におけ

る障害者雇用率虚偽報告への対応に関する

件、介護用ロボットの研究開発に関する件、

訪問介護における自立支援の必要性に関する

件、子宮頸がん検診の受診率向上策に関する

件、エボラ出血熱への対応の在り方に関する

件、外国人技能実習制度の適正化に係る見直

しに関する件、労働者派遣法改正案に関する

件等について塩崎厚生労働大臣、永岡厚生労

働副大臣、山本厚生労働副大臣、 階厚生労

働大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を

行った。

〔質疑者〕

羽生田俊君（自民 、石橋通宏君（民主 、） ）



藤田幸久君（民主 、足立信也君（民主 、） ）

長沢広明君（公明 、山口和之君（みん 、） ）

薬師寺みちよ君（みん 、東徹君（維新 、） ）

小池晃君（共産 、福島みずほ君（社民））

○平成26年11月18日(火)（第10回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

労働者派遣法改正案の内容見直しに関する

件、危険ドラッグ対策法案の依存症対策の対

象薬物に関する件、保険医療機関に対する個

別指導の対象の選定基準の在り方に関する

件、一般財団法人日本遺族会に対する国有財

産の無償貸付の在り方に関する件、ハンセン

病問題解決促進法改正案の立法意義に関する

件、女性医師の勤務環境改善に関する件、介

護保険における生活期のリハビリテーション

の在り方に関する件、危険ドラッグに関する

検査体制の在り方に関する件、後期高齢者医

療の保険料軽減特例措置の見直しに関する

件、社会保障制度改革に対する厚生労働省の

取組方針に関する件等について塩崎厚生労働

大臣、永岡厚生労働副大臣、橋本厚生労働大

臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行っ

た。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、津田弥太郎君 民主 足立信也君 民主

（ ）、 （ ）、西村まさみ君 民主 藤田幸久君 民主

石橋通宏君（民主 、薬師寺みちよ君（み）

）、 （ ）、 （ ）、ん 山口和之君 みん 東徹君 維新

小池晃君（共産 、福島みずほ君（社民））

財団法人日本遺族会に対する国有財産の無償

貸付に関する法律の一部を改正する法律案

について発議者衆（第186回国会衆第45号）

議院議員盛山正仁君から趣旨説明を聴き、討

論の後、可決した。

（第186回国会衆第45号）

賛成会派 自民、民主、公明、みん、維新

反対会派 共産、社民

なお、附帯決議を行った。

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全

性の確保等に関する法律の一部を改正する法

について提律案（衆第９号 （衆議院提出））

出者衆議院厚生労働委員長渡辺博道君から趣

旨説明を聴いた後、可決した。

（衆第９号）

賛成会派 自民、民主（一部 、公明、み）

ん、維新、共産、社民

反対会派 民主（一部）

なお、附帯決議を行った。

ハンセン病問題の解決の促進に関する法律の

一部を改正する法律案（衆第10号 （衆議院）

について提出者衆議院厚生労働委員長提出）

渡辺博道君から趣旨説明を聴いた後、可決し

た。

（衆第10号）

、 、 、 、 、賛成会派 自民 民主 公明 みん 維新

共産、社民

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

委員派遣

○平成26年７月１日（火 、２日（水））

社会保障及び労働問題等に関する実情調査

〔派遣地〕

広島県

〔派遣委員〕

（ ）、 （ ）、石井みどり君 自民 西田昌司君 自民

（ ）、 （ ）、津田弥太郎君 民主 長沢広明君 公明

（ ）、 （ ）薬師寺みちよ君 みん 小池晃君 共産


